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１．事業概要

（１） 位置図

（２） 概 要

紀の川は、奈良県、和歌山県両県にまたがり、日本有数の多雨地帯で

ある大台ヶ原に源を発し、豊かな水量は古くから多くの人々に恵みを与え

てきました。

しかし、この反面ひとたび豪雨による洪水が生じた場合には、河川の氾

濫による甚大な被害を与えてきた歴史もあり、江戸時代から治水に対する

苦闘の記録が数多く残されています。

大滝ダムは、昭和３４年の伊勢湾台風（台風１５号）の紀の川沿川におけ

る甚大な被害を契機に計画されたもので、ダム下流の紀の川沿川地域の

水害を軽減するとともに、紀の川下流地域や流域外の大和平野地域の発

展を支える水資源を開発します。また河川の流水の正常な機能を維持し、

さらにはクリーンエネルギーである水力発電を目的とした多目的ダムです。
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■治水

台風や前線によりもたらされる洪水を、大滝ダムで調節することにより、

下流の奈良県、和歌山県の紀の川沿川地域で発生が想定される洪水

被害軽減を行う。

（３） 大滝ダムの目的

■流水の正常な機能の維持

大滝ダムの下流において、生態の保全等流水の正常な機能の維持と

増進を図ります。

■水道用水

奈良県に 対して３．５０m3/s、和歌山県に対して０．４５m3/s、和歌山市

に対して １．５４m3/s、橋本市に対して１．００m3/sの水道用水を供給し

ます。

■発電

大滝ダムの建設に伴って新設される大滝発電所において、最大出力

10,500キロワットの発電を行います。

■工業用水

和歌山市に対して０．５１m3/sの工業用水を供給します。
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（４） 大滝ダム・貯水池の概要

建設位置 ： 右岸 奈良県吉野郡川上村大字大滝

左岸 奈良県吉野郡川上村大字大滝

型 式 ： 重力式コンクリートダム

コンジットゲート ３門

クレストゲート ４門

選択取水設備

計画水位維持放流管

堤 高 ： １００ｍ

堤 頂 長 ： ３１５ｍ

■本体

■貯水池

集水面積 ： ２５８km2

湛水面積 ： 常 時 ２．４４km2

洪水時 ２．５１km2

総貯水量 ： ８４，０００，０００m3

有効貯水量 ： ７６，０００，０００m3

■貯水池容量配分図

洪水時満水位
EL323.00m
常時満水位
EL321.00m

サーチャージ容量
5,000,000m3

非洪水期
利水容量
71,000,000m3

堤高
１００ｍ

EL
226.00m

EL
326.00m

1月～
6月15日

6月16日～
8月15日

8月16日～
10月15日

10月16日～
12月

第1期
洪水調節容量
45,000,000m3

第1期制限水位
EL302.00m

第1期洪水期
利水容量

31,000,000m3
第2期洪水期
利水容量
15,000,000m3

第2期
洪水調節容量
61,000,000m3

第2期制限水位
EL290.00m

サーチャージ容量
5,000,000m3

非洪水期
利水容量
71,000,000m3

堆砂容量

8,000,000m3

最低水位
EL271.00m



4

（５） 事業の経緯

予備調

実調

建

設

大滝ダムの建設に関する基本計画（第６回変更）告示
（国土交通省告示第８７３号）事業費３，６４０億円 工期 Ｓ３７～Ｈ２４

昭和34年9月
昭和35年4月
昭和37年4月
昭和40年4月
昭和40年4月
昭和47年4月

昭和53年3月

昭和56年12月
昭和63年2月

昭和63年12月
平 成 3 年 1 月
平成8年11月
平成10年4月
平成12年3月

平成14年8月
平成14年11月

平成15年3月
平成15年4月
平成15年5月
平成15年5月
平成17年3月
平成17年4月
平成17年6月

平成17年12月
平成18年3月

平成18年11月
平成19年5月
平成20年3月

平成20年7月

伊勢湾台風
予備調査開始
実施計画調査開始
建設事業着手
紀の川水系工事実施基本計画策定
大滝ダムの建設に関する基本計画告示（建設省告示第７７２号）

事業費２３０億 工期 Ｓ３７～Ｓ５２
大滝ダムの建設に関する基本計画（第１回変更）告示（建設省告示第３６９号）

事業費７７５億 工期 Ｓ３７～Ｓ５２
仮排水トンネル工事に着手
大滝ダムの建設に関する基本計画（第２回変更）告示（建設省告示第１４９号）

事業費１，５４０億 工期 Ｓ３８～Ｓ６９
大滝ダム本体工事に着手
転流開始
大滝ダム本体コンクリート打設開始
定礎式
大滝ダムの建設に関する基本計画（第３回変更）告示（建設省告示第４７８号）

事業費２，９８０億 工期Ｓ３７～Ｈ１４
大滝ダム本体コンクリート打設完了
大滝ダムの建設に関する基本計画（第４回変更）告示

（国土交通省告示第９９８号） 事業費３，２１０億円 工期 Ｓ３７～Ｈ１４
試験湛水開始
白屋地区に亀裂現象発生
試験湛水中断
大滝ダム白屋地区亀裂現象対策検討委員会を設立
大滝ダム貯水池斜面再評価検討委員会を設立
白屋地区地すべり対策工事を契約
大滝ダムの建設に関する基本計画（第５回変更）告示
（国土交通省告示第５８９号） 事業費３，４８０億円 工期 Ｓ３７～Ｈ２１
白屋地区地すべり対策工事に着手
大滝ダム貯水池斜面再評価検討委員会で、大滝迫地区において対策工事が
必要、と提言を受ける
大滝ダム貯水池斜面対策検討委員会を設立
大滝ダム貯水池斜面対策検討委員会にて大滝・迫地区の対策工法を確認
大滝ダム貯水池斜面対策検討委員会にて大滝地区の対策工法の補強を確認



5

２．事業を巡る社会情勢等の変化

基本計画の変更

① 平成14年8月にダム本体完成

② 平成15年4月、試験湛水により白屋地区で亀裂現象が発生

③ 白屋地区に地すべり対策工事が必要なことから基本計画変更

を行う。

④ 同様の地すべりが他には無いか、白屋の知見から貯水池の全

斜面を再チェック

⑤ 大滝地区、迫地区の2地区について新たに地すべり対策が必要

であることが判明

⑥ 学識者、専門家による検討委員会において、安全性、施工性、

経済性などから地すべり対策工法を選定

⑦ 大滝、迫地区に地すべり対策工事が必要なことから基本計画

変更を行う

前回事業評価時点

（平成15年度 事業費：3,210億円 工期：平成14年度）

第５回基本計画変更 （平成17年6月10日 公告第589号）

（平成17年度 事業費：3,480億円 工期：平成2１年度）

第６回基本計画変更 （平成20年7月9日 公告第873号）

（平成20年度 事業費：3,640億円 工期：平成24年度）
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３．事業の投資効果

・整備期間・・・昭和３７年～平成２４年（Ｓ＝５１）

・施設完成後の評価期間・・・５０年（平成７４年度まで）

① 評価対象

② 便益（Ｂ）

・年平均被害低減期待額 ６７１億円／１，０２１億円／年

（５０年あたり現在価値化） １４，１９４億円／５０年

・残存価値 １４１億円／５０年

・評価対象期間における総便益

１４，１９４億円＋１４１億円 ＝ １４，３３５億円

③総費用（Ｃ）

・建設費（整備期間） ２，８８５億円

（現在価値化） ５，６８８億円

・維持管理費 ７．０億円／年

（現在価値化） １２９億円／５０年

・評価対象期間における総費用

５，６８８億円＋１２９億円 ＝ ５，８１７億円

④ 費用便益比（Ｂ／Ｃ）

１４，３３５／５，８１７ ≒ ２．５

（1,200m3/s定量放流／2,700m3/s一定率一定量放流）

（参考）前回評価時Ｂ／Ｃ≒ ３．２

費用便益分析結果
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（１） 白屋地区の対策工事について

４．事業の進捗状況

平成１７年度から実施している、白屋地区地すべり対策工事の進捗状況は

下図の通りであり、平成２０年度完成に向けて対策を実施しているところです。

押え盛土工

地下水排除工

アンカー工
施工中

鋼管杭工
施工済み

押え盛土工
施工中

対岸法面保護工
施工済み

河川切替工(鋼矢板)
施工済み

その他

排水トンネル工
施工済み

集水井工
施工中

集水ボーリング

排水ボーリング

ＳＷＬ３２３

EL.299.0

EL.270.0

基礎コンクリート

断面.１

▼ EL281.5

▽ EL323 S.W.L

▽ EL304.8 既往最大水位

▽ EL295 押え盛土工 天端

白屋

人知

先行ＣＳＧ盛土工

補強盛土工

置換基礎工

押え盛土工
施工中

対岸法面保護工
施工済み

鋼管杭工
施工済み

排水トンネル工
施工済み

集水井工
施工中
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押え盛土工（土砂）

鋼管杭工

水中ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｾﾒﾝﾄ改良土

仮設締切（鋼管）

対策工断面配置図

鋼管杭工

押え盛土工

ｾﾒﾝﾄ改良土

仮設締切（鋼管）

対策工平面配置図

（２） 大滝地区の対策工事について

平成２０年度より実施する大滝地区における地すべり対策の箇所及び対
策工の概略平面図、断面図を下図に示しています。
代表的な工法として、押さえ盛土工、鋼管杭工を予定してます。

紀の川

（吉野川）

大滝ダム

大滝地区

紀の川

（吉野川）

大滝ダム

大滝地区

洪水時水位 EL.323.0m

地すべり対策工実施対象ブロック
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下部すべり

洪水時水位 EL.323.0m

対策工断面配置図

押え盛土工

高原川流路工

アンカー工

セメント改良土

対策工平面配置図

押 え 盛 土

工

高原川流路工

アンカー工

（３） 迫地区の対策工事について

平成２０年度より実施する迫地区における地すべり対策の箇所及び対
策工の概略平面図、断面図を下図に示しています。
代表的な工法として、押さえ盛土工、アンカー工を予定してます。
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○平成１９年度

○平成２０年度

４月２５日

５月 ６日

６月 ３日

～９日

７月３１日（予定）

８月 ８日（予定）

８月中を予定

（４） 大滝、迫地区の対策工事の今後のスケジュールについて

詳細設計

大滝地区地すべり対策工事

・押え盛土＋セメント改良土＋鋼管杭

迫地区地すべり対策工事

・セメント改良土＋アンカー

公告

大滝地区地すべり対策工事

工期：平成２３年１２月２８日まで

迫地区地すべり対策工事

工期：平成２３年 ２月２８日まで

申請書、資料、技術提案書の提出期限

資料、技術資料のヒアリング

技術審査会、総合評価委員会、入札契約検討委員会の実施

入札書の提出、開札

落札者の決定

契約

現在
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５．事業の進捗の見込みの視点

大滝ダムは、平成１５年３月より試験湛水を開始しましたが、白屋地区において

地すべりが発生し、平成１５年５月試験湛水を中止しました。現在白屋地区にお

いて地すべり対策工事を実施しています。その後、白屋での知見をもとに再度貯

水池斜面を精査した結果、大滝地区、迫地区において対策が必要となったため

引き続き、地すべり対策工事を実施していく予定です。

大滝ダム貯水池概要図

白屋地区地すべり対策工事

大滝地区地すべり対策工事

迫地区地すべり対策工事

大滝ダム建設事業工程表（予定）

（平成１７年度から平成２０年度）

｜

　 　

備　　　　　考

10 7 10 141

3

平成23年度

 
事
業
完
了

　
大
滝
・
迫
工
事
発
注

｜ ｜

平成21年度

4 7 10

6 3

平成19年度平成18年度 平成20年度平成17年度平成16年度平成15年度 平成22年度

工　　事　　名
4 7 104

｜

7 10 17 10 1 7

｜

4

｜ ｜｜

12

｜

9 12 3

｜

6

｜｜

12 6 93

｜ ｜ ｜ ｜｜｜ ｜ ｜

10 1 4

6

｜

9

7

12

｜ ｜

1 4

｜

6 9

1

｜ ｜

6 9 12 3

｜ ｜

4 7 10 1

｜

6 9 12 3

｜ ｜ ｜ ｜

3

｜ ｜ ｜

6 9 12

4 7 10 1

9 12 3

 
白
屋
工
事
発
注

6 912 3

平成24年度

4 7 10 1

｜

6 9 12 3

｜ ｜ ｜

 
試
験
湛
水

　試験湛水

　維持管理

　白屋地区地すべり対策工事

　大滝地区地すべり対策工事

　迫地区地すべり対策工事　

 
試
験
湛
水
中
止

（平成２０年度から平成２３年度）（予定）

（平成２０年度から平成２２年度）（予定）
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

（１） 白屋地区地すべり対策工事

（２） 大滝、迫地区地すべり対策工事

白屋地区においてコスト縮減を図れた内容を当初の設計段階から取り込み

コスト縮減を図っています。また工事の落札方式においては工期短縮、新工

法の提案及び周辺環境への配慮等を評価する総合評価方式を採用し、単な

る価格競争だけではなく、工事目的物の性能・機能の向上などの提案を求め

ており、あらゆる面から良いものを作っていくよう努めています。

本体盛土工
（土砂）

約77万m3

盛り土材料の工夫により
コスト縮減

約46万m3

土砂：24万m3、
セメント改良土盛土：22万m3

（土砂）

本体盛土工

本体

セメント改良土盛土工

先行セメント改良土盛土工

先行盛土工

白屋地区でのコスト縮減事例

押さえ盛土材の材料を効率

良く組み合わせることにより

コスト縮減を図りました。

白屋地区の地すべり対策工事の発注にあたっては、コスト縮減、工期短縮に着目

し広く対策工法を募り、工事の契約にあたってもデザインビルド方式（設計施工一

括発注方式）を採用することにより、更なるコスト縮減に努めました。

具体的には、下図で示している通り、盛土材料を工夫するなどし、コスト縮減を

図っています。
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７．対応方針（原案）

大滝ダム建設事業は、平成１５年に試験湛水を開始し、本格的な運用を目指

していたが白屋地区において地すべりが発生したので対策が必要となった。

その後、白屋地区の知見をもとに、再度貯水池斜面を精査した結果、大滝・迫

地区においても地すべり対策の必要性が生じた。

そのため、今後はダムの本格運用に向け、３地区における地すべり対策を実

施し、ダム下流に対して治水・利水効果等が発揮できるように、平成２４年度完

成を目指し事業を継続する。
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（１） 洪水被害の実績

※被害状況については「和歌山県災害史」および「水害統計」等の値を用いた。

洪水発生年月 被　　害　　状　　況
船戸地点
実績流量

（m3/s）

昭和２８年９月
（台風１３号）

死傷者９１人、家屋全半壊１，５４６戸、
床上浸水４，０３５戸、床下浸水７，４７３戸

約７，８００

昭和３３年８月
（台風１７号）

死傷者３人、家屋全半壊６戸、
床上浸水６２戸、床下浸水１４８戸

約３，８３０

昭和３４年９月
（伊勢湾台風）

死傷者７１人、家屋全半壊３４７戸、
床上浸水３，１８０戸、床下浸水１，９１７戸

約５，８７０

昭和３６年１０月
（前線）

家屋全半壊１戸、床上浸水２８戸、床下浸水１７０戸 約３，９８０

昭和４０年９月
（台風２４号）

床上浸水３９８戸、床下浸水３，５８８戸 約５，４００

昭和４７年９月
（台風２０号） 床上浸水２２戸、床下浸水２，３６２戸 約５，７８０

昭和５７年８月
（台風１０号及び台
風９号から変わった
低気圧）

床上浸水９１戸、床下浸水１，４５８戸 約５，３７０

平成２年９月
（台風１９号）

家屋全半壊８戸、床上浸水９８戸、床下浸水２０２戸 約６，４２０

平成６年９月
（台風２６号）

床下浸水７戸 約４，８１０

平成９年７月
（台風９号）

床上浸水２戸、床下浸水９戸 約３，７６０

８．参考資料

和歌山市直川地区の浸水（S57）
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（２） 渇水被害の実績

H６年渇水記事より

近年、紀の川流域においては川底が現れるほどの渇水に見舞われることも
あり、下記のように広範囲の地域で取水制限が行われ、生活に大きな支障
が発生しました。このような現象は、水資源の確保が急務であることを物
語っています。

平成６年７月１６日 奈良新聞 平成６年７月１３日 朝日新聞
平成６年７月１７日 奈良新聞

奈良県営水
道調べ

奈良県取水最大制限率 上水10%（60日間）【紀の川】

給水最大制限率10%（60日間）

平成17年6月27日～

8月25日

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(10%)、農水取水制限(30%)平成17年6月～8月

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(10%)、農水取水制限(30%)平成14年6月～7月

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(20%)、農水取水制限(30%)平成13年8月

新聞記事和歌山県上水・工水の取水制限(15%)、農水の取水制限(30%)、幼稚園・小中学
校・市営プール閉鎖

平成7年8月～9月

新聞記事和歌山県上水取水制限(15%)平成6年8月～9月

新聞記事和歌山県上水・工水の給水制限（30%）、上水・工水・農水の取水制限(30%)、工業
用水断水、幼稚園・小中学校・市営プール閉鎖、リゾート博用水購入

平成6年6月～8月

新聞記事和歌山県上水・工水の給水制限を実施、農水の一時給水中止、小中学校プール水
の入替え中止、県営プール補給中止

平成2年7月～8月

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水30%（17日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（51日間）

平成6年7月9日～

8月28日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水15%（26日間）【紀の川】平成7年8月26日～

10月2日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水40%（12日間）【室生ダム】平成8年6月10日～

6月21日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水33%（96日間）【紀の川】平成7年12月28日～

平成8年4月1日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水33%（33日間）【紀の川】平成11年2月11日～

3月15日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水20%（12日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（12日間）

平成13年8月10日～

8月21日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水40%（19日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（39日間）

平成14年6月26日～

9月2日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水42%（16日間）【室生ダム】

給水最大制限率30%（16日間）

平成2年9月1日～

9月16日

備考給水制限等の状況年月日

奈良県営水
道調べ

奈良県取水最大制限率 上水10%（60日間）【紀の川】

給水最大制限率10%（60日間）

平成17年6月27日～

8月25日

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(10%)、農水取水制限(30%)平成17年6月～8月

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(10%)、農水取水制限(30%)平成14年6月～7月

新聞記事和歌山県上水・工水取水制限(20%)、農水取水制限(30%)平成13年8月

新聞記事和歌山県上水・工水の取水制限(15%)、農水の取水制限(30%)、幼稚園・小中学
校・市営プール閉鎖

平成7年8月～9月

新聞記事和歌山県上水取水制限(15%)平成6年8月～9月

新聞記事和歌山県上水・工水の給水制限（30%）、上水・工水・農水の取水制限(30%)、工業
用水断水、幼稚園・小中学校・市営プール閉鎖、リゾート博用水購入

平成6年6月～8月

新聞記事和歌山県上水・工水の給水制限を実施、農水の一時給水中止、小中学校プール水
の入替え中止、県営プール補給中止

平成2年7月～8月

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水30%（17日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（51日間）

平成6年7月9日～

8月28日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水15%（26日間）【紀の川】平成7年8月26日～

10月2日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水40%（12日間）【室生ダム】平成8年6月10日～

6月21日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水33%（96日間）【紀の川】平成7年12月28日～

平成8年4月1日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水33%（33日間）【紀の川】平成11年2月11日～

3月15日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水20%（12日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（12日間）

平成13年8月10日～

8月21日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水40%（19日間）【紀の川】

給水最大制限率30%（39日間）

平成14年6月26日～

9月2日

奈良県営水
道調べ

取水最大制限率 上水42%（16日間）【室生ダム】

給水最大制限率30%（16日間）

平成2年9月1日～

9月16日

備考給水制限等の状況年月日
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既にダム本体が完成しているため、工事の安全性、地すべりの安定性に問題の

ない範囲（非出水期）でＨ16～H20年度において、水を貯留し、緊急時の補給容

量を確保できました。

既にダム本体が完成しているため、出水時には地すべり対策工事及び地すべりの

安全性が確保される範囲で水を貯留し、下流の水位を下げる効果を発現しました。

平成16年 台風23号

効果発揮例

大 滝 ダ ム 諸 量

大滝ダム流入放流量
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大滝流域平均雨量と大滝ダム貯水位
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貯水位

最大流入量　1771.64m3/s

最大放流量　1182.54m3/s

ピーク水位　276.30m

流域平均累加雨量　235.1mm

ピーク差
590m3/s

下流域の水位低下
などに効果を発揮

大滝ダムが無かった場合の想定水位
EL.3.10m

和歌山県橋本
地点での効果

左岸 右岸

実績最高水位
EL.2.51m

約0.59ｍ

警戒水位
EL.3.00m指定水位

EL.1.50m

地  点
河口からの距離

(km)
ダムなし

(m)
ダム有り

(m)
効果
(m)

妹  背 82.50 6.10 5.36 -0.74

五  條 59.50 6.63 5.93 -0.70

橋  本 48.90 3.10 2.51 -0.59

船  戸 17.00 5.06 4.49 -0.57

貯水位
EL273m

■ 平成16年10月～平成17年６月（ＥＬ．２７１ｍ）

■ 平成18年12月～平成19年６月（ＥＬ．２７２ｍ）

■ 平成19年12月～平成20年６月（ＥＬ．２７３ｍ）

利水機能

・緊急時の補給容量として
約５００万ｍ３ 貯留

暫定貯留実績

他地点の効果

（３） 大滝ダムの暫定効果の発現

① 治水効果

② 利水効果


